
なお対策空中線は一般にトンネル坑口上に設置し，地上高は特

殊な場合を除き，レールレベル上 20-30m (*移動局空中線高

は約 5m) である。 トンネル坑口付近の電界は，空中線指向性の

影響， ト ンネノレ終端よりのふく射波等の影響を受け，空中線高

によっては， 2 列車共存した場合，ダイナミックレンジによる

マ λ キング効果も考えられるが，この程度の高さがあれば実用

上問題はない。 表一l 標準空中線諸元

新幹線における明り j竺一_)JI_J _I~竺主人主空中線
~間対策施工箇所数お 周波数帯紙 I 412. OMC-452. 5MC 
よび主要設備を表 2 インピーダンス| 関心

に示す。トンネル対策 利 得 9db 以上

施工部箇所に対し約三S.W R _I _~竺士一一
38% に相当する。

なお前述の方向性結合骨量 (directional coupler) は分布定数形

ハイブリッド回路で， 4 個の入出力端子があり，可逆の理が成

立する。動作原理を図-6 に示す。仮に端子①から②の方向に電

流 I が流れたとすると，④ ・ ③を端子とするループと結合し，

電界結合による電流叫が④ ・ ③の方向に同位相で流れ， 一方

磁界結合による電流 iL は反射位相で流れる。

図-5 標準空中線
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反射器 |
4 1 第 1 導波哲~ 1 

5 1 第 2 " 
6 1 第 3 " 
7 1 第 4 " 
8 r 第 5 " 
9 1 第 6 " 
10 1 ア ーム !

11 1 ケ ーフソレクリップ I 1 
12 1 RG-8/L ケーブル ，1 1m

表-2 明り反間対策実績 閃"6 方向性紡合器の原理

設備箇所 f2i箇所 (21 ト ン ネル)
主 ; 空中 線 21 基
詰 I-~ ご f:内 1--11 組

表-3 分岐損

I ←」ー

勢 Z l 規格 1 5ASL
1~2 

ー← .1 1. 25土0.5db l 1.2db 
3. 4 

1~4 I 6.5db 
←一一 1 6.0土 1.Odb 
2- , 3 5.5db 

1~ 3 

-一一一1 20db 以上 25db
2~4 ~ 1 州微空中舗ヘ タ ミ ロト 5岨

電界結合と磁界結合が適当に選ばれている場合は，端子③で

閃 7 方向性結合慌の接続

-<.， :.- ま とは 明 。区間ケ ー プルヘ
内プ← スタ ヘ

日
は tC と iL がfJ消し合い ， その結果端子①からの電力は，端子

•- 5 

あっちゃくた

②および④に分配され，端子③には現われない。結合損失は結

合方向で異なり，新幹線での仕様規絡は表ー3のとおりで，この場

合の結合部分の長きは，約士波長である。実際面での接続倒を
図ー?に，結合損失実担1)値を表-3 に示す。

参考文献 日立製作所新幹線列車無線電話システム(目立

評論 1964) 。 三菱電機株式会社 国鉄新幹線試作電車用列車無

線電話装置(三菱電機妓報 1963) 。新幹線局電気部信号通信課

新幹線通信設備(昭和 39 ・ 1) 。遠藤由松述新幹線列車無線の回

線設計(鉄道通信)。 新幹線列車無線トンネル対策(鉄道通信)。

(加藤典正)

アジアてつどうしゅのうし々こんだんかい アジア鉄

道首脳者慰談会 (英) Asian Railways Conference (A. R. 

C.) アジア，特に東南アジア地域では，その大部分が植民地

であった戦前はもちろん，戦後も各鉄道首脳者が一堂に集まり，

互いに理解を深め協力関係を築く機会は，全くなかったといっ

てよい。一方，戦後アジア・アフリカ諸国の間に民族意識・連

帯意識が高まり，それとともに地域内の先進国としての日本に

対する関心もしだいに強くなってきた。

このような気運を背景にして，時の日本固有鉄道十河総裁の

提唱により， 1958 ・ 5 ・ 12 から 24 まで，セイロン，中国(台湾)，

インド，イ Y ドネシア，イラク，マラヤ，ノミキスタ γ，フィリ

ピン，タイ，トルコ，アラブ連合の東南アジア，中近東 11 箇国

から 28 名の鉄道首脳者を迎えて，第 1 回のアジア鉄道首脳者

懇談会が日本で開催された。

会議は非常に好評であって，今後これを定期的に開催したい

とし、う希望が各国代表から表明された。

このような，関係各国の喜要望と政府，業界の協力と支持によ

り，日本国有鉄道は 1960 ・ 10 ・ 11 から 21 まで，ピルマ，中国(台

湾)，インド，インドネシア，捧国，日本，マラヤ，フィリピン，

サウジアラビア，タイ，アラブ連合の 11 箇固とエカフェ事務局

から 34 名の代表， アメ リカ，フ ランスの両国から 2 名のオブ

ザーパーの参加を得て第 2 阻アジア鉄道首脳者懇談会を再び日

本で開催した。

RL 

これらの懇談会の開催を契機として，日本の鉄道や関連産業

に対する認識は，懇談会参加国はもちろんのこと世界各国に広

がり，鉄道事情視察のため来日する鉄道関係者の数はしだいに

憎加し ， 日本の鉄道車両機器の輸出振興の一助にもな った。

その後，懇談会を関係国で持回り開催しようということにな

り，第 3 回会議は 1961 ・ 11 ・ 13 から 15 までインドのニューデリ

ーにピルマ，セイロン，イラン，イラク，日本，マラヤ，サウ

ジアラビア，シリア，タイ ， トルコ，ア ラプ連合，インドネシ

7，フィリピン， インドの 14 箇国とエカフェ事務局の代表45

名とイギリス，フランス両国のオブザーパ ー 2 名が参集して開

催され，日本国有鉄道からは十河総裁，鳥技師長が出席した。

第 4 回会議は 1964 ・ 3 ・ 21 から 4 ・2 までアラブ連合のカイロで

インド，インドネシア，イラク ， 日本，レパノン，中華人民共

和国，シリ 7，タイ，アラブ連合， パキスタン， 韓国の 11 箇固

から 32 名の代表が参加して開かれ， 日本国有鉄道から藤井技

師長，川本鉄道枝術研究所長が出席した。(鎌問 実)

あっち e くたんし 圧着端子 電気用機器の内部配線や

機?iI相互間の配線などの電線端末に使用する端子で， 形状は筒

mlとポノレト穴のある舌部からなり，材料は銅または，しんちゅ

うであるが， 日本国有鉄道では銅の純度 99.9% 以上の銅管ま

たは銅板を加工して作ったものに，すずめっきしたものを使用

している。端子と電線の接続は，はんだを使用せず，端子筒部

に筒部長さより少し長めに絶縁被援を除去した電線をそう入し，


